
発行：桜川市議会　編集：桜川市議会広報特別委員会　〒309-1292　茨城県桜川市岩瀬64番地2　TEL 0296-75-3111　FAX 0296-75-6633
ホームページ（桜川市） http://www.city.sakuragawa.lg.jp　E-mail（桜川市議会） gikai@city.sakuragawa.lg.jp

議 会 広 報 特 別 委 員 会
議　長 増田　　昇

委員長 川那子秀雄 副委員長 鈴木　好史

委　 員 増田　　昇 委　 員 岩見　正純

委　 員 勝田　道雄 委　 員 風野　和視

『私のメッセージ』の投稿をお待ちしています。
応募方法：封書・FAX またはメールで 600 字以内（氏名・住所・電話番号を記入）

応募のあて先・お問い合せは市議会事務局まで

TEL 0296-75-3111　FAX 0296-75-6633

〒 309-1292　桜川市岩瀬 64 番地２　E-mail  g ika i@city .sakuragawa. lg . jp

平成21年度予算可決
　大綱質疑…２〜５

9名が登壇、一般質問…10 〜 14
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　初めて桜川市議会だよりの編集に携わり、

広報の大事さ、大切さを痛感いたしますとと

もに、前任の広報委員の方々のご苦労に敬意

と感謝を申し上げたいと思います。

　前号の第 14 号から増田 昇議長はもちろん

のこと、川那子委員長のもと、岩見委員、勝

田委員、風野委員の方々とともに協力し合い、

新たな感性で市民の皆様方に親しまれる議会

だよりをお届けしたいと思います。

　本市は「市民（あなた）が主役のまちづくり」

を基本理念に、市民とともに協働し「和と信

頼の行政」が進められています。

　市議会としても、市民の皆様の信頼のもと

にその役割を全うしていきたいと考えます。

　市民の皆様も、議会の傍聴など

を通して市政に関心を寄せていた

だき、将来の桜川市をともにつ

くっていきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　  鈴木好史

１月　  13 日 議会広報特別委員会

19 日 議会広報特別委員会

21 日 県西総合病院組合議会

26 日 建設経済常任委員会 P9

29 ～ 30 日 議会運営委員会研修 P14

（山梨県韮崎市、甲州市）

２月４～５日　議会広報特別委員会研修 P15

（千葉県銚子市、鹿嶋市）

16 日 福祉常任委員会 P8

17 日 総務常任委員会 P9

17 日 議会全員協議会

23 日 文教常任委員会 P9

23 日 県西総合病院組合議会

25 日 筑西広域市町村圏事務組合

議会

26 日 議会運営委員会

26 日 筑北環境衛生組合議会

27 日 議会全員協議会

３月３～17日　第１回定例会

17 日 議会広報特別委員会

４月 ７日 議会全員協議会

10 日 議会広報特別委員会

20 日 議会広報特別委員会

22 日～ 24 日 総務・文教常任委員会合同研修

（秋田県角館町、宮城県加美町）

筑波山のふもとにあるつくし湖は、平成４年に完成
した霞ヶ浦用水の人造湖です。湖を取り囲むように
桜が植えられ、休日には釣りやウオーキングを楽し
む人たちでにぎわいます。
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次の定例会は6月17日（水） 開会予定です。傍聴をお待ちしています。

仲田 孝さん撮影


